
会 報

　
　
会
　
　
報

昭
和
三
＋
二
年
四
月
よ
り
昭
和
三
＋
四
年
三
月
ま
で
の
暴
研
塞
評
議
員

は
次
の
六
一
氏
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
史
学
研
究
会
評
議
白
貝
（
敬
称
略
、
五
十
音
順
）

会
田
　
雄
一
次
（
京
都
大
）

有
光
　
教
一
（
京
都
大
）

石
田
龍
次
郎
（
一
橋
大
）

内
田
　
吟
風
（
神
戸
大
）

小
畑
　
龍
雄
（
山
口
大
）

帷
子
　
二
郎
（
奈
良
女
子
大
）

小
葉
歯
　
淳
（
京
都
大
）

小
牧
　
実
繁
（
滋
賀
大
）

酒
井
　
一
二
郎
（
熊
本
大
）

定
金
右
源
二
（
早
稲
田
大
）

柴
田
　
　
実
（
京
都
大
）

澄
田
　
正
一
（
名
古
屋
大
）

高
瀬
　
重
雄
（
憲
山
大
）

竹曾末佐坂佐小木凝塊井石営
内我永藤本伯林内塚田上田松

俊
秀
（
京
都
大
）

一
良
（
同
志
社
大
）

智
勇
（
京
都
大
）

武
雄
（
京
都
大
）

茂
樹
（
京
都
大
）

信
蔵
（
東
京
大
）

行
雄
（
京
都
大
）

　
富
（
京
都
大
）

太
郎
（
東
京
大
）

　
長
（
京
都
大
）

雅
雄
（
関
西
大
）

理
三
（
九
州
大
）

米山森村宮水松前藤藤林原羽野西長豊田
倉本　田崎川本田岡　屋　田上井広田村

林
屋
辰
三
郎
（
立
命
館
大
）

藤
岡
謙
二
郎
（
京
都
大
）

実
造
（
京
都
大
）

　
発
（
京
都
大
）

敏
雄
（
京
都
大
）

三
巴
（
金
沢
大
）

俊
静
（
大
谷
大
）

　
明
（
京
都
大
）

随
園
（
京
都
大
）

直
幹
（
大
阪
大
）

一
良
（
立
命
館
大
）

信
広
（
慶
応
大
）

温
二
（
名
古
屋
大
）

市
定
（
京
都
大
）

鹿
三
（
京
都
大
）

達
郎
（
東
京
大
）

二
郎
（
広
島
大
）

角
田
　
文
衛
（
大
阪
市
立
大
）

申
原
与
茂
九
郎
（
京
都
大
）

奈
良
本
辰
也
（
立
命
館
大
）

西
村
　
睦
男
（
京
都
大
）

野
間
　
三
郎
（
立
命
館
大
）

原
弘
二
郎
（
関
西
大
）

林
　
健
太
郎
（
東
京
大
）

福
尾
猛
市
郎
（
広
島
大
）

藤
井
　
　
駿
（
岡
山
大
）

前
川
貞
次
郎
（
京
都
大
）

横山村宮水三松
田崎松崎野品井

武
敏
（
名
古
屋
大
）

彰
英
（
同
志
置
上
）

清
一
（
京
都
大
）

円
遵
（
龍
谷
大
）

繁
樹
（
大
阪
市
立
大
）

　
塞
（
東
京
教
育
大
）

健
一
（
関
西
大
）

　
　
　
以
上
六
一
名
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学
界
消
息

　
　
　
　
史
学
研
究
会
関
係

本
会
繭
評
議
員
京
都
大
学
名
誉
教
授
梅
原
末
治
博
士

は
会
則
第
二
章
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
本
会
名
誉
会

員
に
推
薦
さ
れ
た
。
、

例
会
十
二
月
一
日
（
土
）
午
後
一
時

　
　
　
　
　
　
京
大
塑
学
科
第
二
教
韮

　
明
代
中
期
の
北
方
政
策
　
　
　
　
　
萩
原
　
淳
平

　
ホ
ル
ス
の
諸
像
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
㎝
郎

　
近
時
出
土
の
中
国
古
銅
器
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
田
芳
三
難

　
　
　
　
團
　
更
　
関
　
係

読
癖
会
十
二
月
例
会
　
十
二
月
八
日
（
土
）

　
　
午
後
一
時
　
於
京
大
陳
列
館
演
習
室

新
羅
の
身
分
制
度
　
　
　
、
井
上
秀
雄

　
美
濃
に
お
け
る
近
世
村
落
の
形
成
　
豊
田
　
元
彦

読
害
獣
｝
月
例
会
　
…
月
二
六
欝
（
土
）

　
　
午
後
｝
時
　
於
京
大
陳
列
館
演
習
壼

　
律
令
制
度
下
の
土
地
所
有
権
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
宗
、
康
子

　
申
間
地
帯
に
お
け
る
領
主
制
　
　
　
山
形
　
友
郎

　
　
　
　
東
洋
史
関
係

東
洋
史
談
話
会
特
別
例
会
　
一
月
二
十
三
臓
パ
水
）

　
　
午
後
｝
時
　
農
学
部
第
二
教
窒

　
イ
y
ド
並
び
に
中
東
地
方
の
旅
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
上
　
次
男

東
洋
史
旧
制
大
学
院
研
究
発
表
会

　
　
　
　
　
　
　
　
一
月
十
二
日
（
土
）

　
　
午
後
二
時
　
東
洋
愛
研
究
室

均
田
制
と
租
庸
調

康
煕
・
乾
隆
時
代
の
諸
問
題

明
代
北
直
隷
の
馬
政

　
　
　
西
洋
史
関
係

着
峰
　
憲
雄

笹
本
重
巳

谷
　
　
光
隆

原
随
園
先
生
最
終
講
義
は
一
月
二
十
四
壁
越
掌
部

第
一
教
室
に
お
い
て
「
正
義
と
力
i
ギ
リ
シ
ャ

政
治
思
想
と
現
代
」
な
る
題
下
に
行
わ
れ
た
。
聴

講
者
は
講
堂
に
あ
ふ
れ
、
大
家
の
最
後
を
飾
る
に

ふ
さ
わ
し
い
盛
儀
で
あ
っ
た
。
内
容
は
古
代
を
説

き
つ
つ
現
代
に
及
び
、
併
せ
て
歴
史
家
の
態
度
に

も
触
れ
た
豊
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
講
義
終

了
後
、
楽
友
会
館
に
お
い
て
同
僚
諸
教
授
並
び
に

学
弟
達
に
よ
る
茶
話
会
が
催
さ
れ
た
。

　
　
　
　
地
理
学
関
係

臼
本
地
理
学
会
一
九
五
六
年
秋
季
大
会

　
　
　
　
　
十
月
十
三
・
十
四
臼
　
東
北
大
学

　
入
文
地
理
学
の
主
な
発
表
は
左
記
の
通
り
。

〔
災
害
シ
ソ
ポ
ジ
ア
ム
〕

　
災
霰
の
地
理
学
的
研
究
　
　
　
　
　
藤
井
　
素
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
塚
守
公

　
天
井
川
の
形
成
と
低
湿
地
の
排
水
形
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
井
　
　
篤

　
木
曾
川
下
流
の
平
野
地
形
と
洪
水
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
矢
雅
彦

　
東
京
地
方
低
地
の
水
害
と
対
策
　
　
菊
地
　
光
秋

　
常
習
水
害
地
に
お
け
る
農
業
の
変
魏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
素
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
　
操

　
災
害
分
布
と
町
村
盤
割
　
　
　
　
　
林
　
　
正
巳

〔
一
般
研
究
発
表
）

　
前
期
的
開
発
と
し
て
の
見
立
新
田
の
諸
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
利
夫

　
国
府
研
究
の
地
理
的
意
義
と
課
題
藤
岡
謙
二
郎

　
プ
レ
イ
ソ
ヵ
の
戸
口
壷
と
そ
の
地
理
的
背
一
景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
川
醤
造
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息消会学

高
知
県
寺
川
部
落
に
於
け
る
焼
畑
経
営
の
講
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
正
胤

横
手
盆
地
周
辺
地
域
の
山
林
所
膚
形
態
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
藤
吉
治
郎

関
東
北
部
と
岩
手
の
疏
菜
移
入
に
於
け
る

　
　
竸
合
関
係
　
　
　
　
　
　
　
川
本
　
忠
平

果
樹
経
営
と
米
作
…
静
岡
曝
の
み
か
ん
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
藤
万
寿
男

会
津
赤
井
谷
地
…
泥
炭
地
の
構
造
と
土
地
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
繊
　
義
信

諏
訪
製
糸
業
発
達
の
い
わ
ゆ
る
地
理
的
原
因

　
　
　
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
チ
葉
徳
爾

駅
の
分
布
－
地
域
構
造
の
一
断
面
加
賀
谷
一
郎

衛
星
都
市
の
工
業
機
能
　
　
　
　
　
山
　
鹿
　
誠
次

地
域
構
造
と
し
て
の
都
市
一
網

　
i
一
名
古
屋
市
周
辺
地
域
の
場
合
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
　
二
男

都
市
と
土
地
利
用
の
地
域
分
化
と
の
機
能
的

　
関
係
i
米
沢
盆
地
の
地
域
構
造
　
田
辺
　
健
一

重
賞
三
関
係

鷹
津
市
周
辺
の
調
査
　
一
月
五
露
ー
ー
二
月
二
臼

　
東
薩
考
古
掌
会
の
継
続
事
業
と
し
て
、
京
都
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
キ
　

　
水
野
溝
一
教
授
等
一
行
が
、
磨
津
布
東
宇
木
、
間

　
　
　
　
く
ん
で
ん

　
市
宇
木
汲
鐵
を
発
掘
し
た
。
東
宇
木
で
は
、
古
墳

　
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
横
口
式
石
室
、

　
箱
造
畢
、
地
下
式
土
壌
計
十
三
基
が
発
見
さ
れ
、

　
遺
文
鏡
、
玉
類
、
刀
剣
を
え
た
。
汲
田
で
は
、
八

　
十
平
方
米
の
区
域
よ
り
弥
生
式
前
期
末
よ
り
後
期

　
に
か
け
て
の
甕
棺
五
十
四
基
を
掘
り
、
銅
剣
五
、

　
銅
矛
二
、
銅
父
二
、
銅
釧
五
、
多
鉦
細
交
鏡
一
、

雌
蝶
が
発
見
さ
れ
た
。
多
鉦
細
交
鏡
が
学
術
調
査

　
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
の
．
は
は
じ
め
て
の
こ
と

　
で
、
豊
富
な
銅
製
品
の
斑
土
と
と
も
に
、
注
局
す

　
べ
き
成
果
で
あ
る
。

下
関
市
安
岡
町
梶
栗
浜
遺
跡
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
一
月
二
十
一
日
一
二
十
九
賃

　
下
関
市
教
育
委
員
会
の
委
嘱
に
よ
り
、
奈
良
古
文

　
化
財
研
究
所
金
関
恕
氏
等
が
発
掘
を
お
こ
な
っ

た
。
同
地
は
大
正
二
年
に
鋼
剣
二
と
多
口
細
交
鏡

　
一
、
そ
の
後
銅
剣
二
が
出
土
し
た
と
こ
ろ
で
あ

　
る
。
発
掘
の
結
果
、
組
合
式
箱
式
棺
三
、
石
開
二

　
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
箱
式
棺
工
に
は
、
直

　
上
地
表
に
列
石
ま
た
は
敷
石
が
設
け
ら
れ
、
そ
の

　
外
側
に
す
え
た
弥
生
式
壷
と
と
も
に
、
墓
標
を
意

　
味
す
る
も
の
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
薄
様
の
敷
石

　
は
他
に
三
個
所
認
め
ら
れ
た
。
年
代
は
土
器
か
ら

　
弥
生
式
前
期
末
と
推
箆
さ
れ
る
。

編
集
後
記

　
薪
進
村
井
氏
の
力
作
を
は
じ
め
と
し
て
興
昧
深
い

数
々
の
玉
稿
、
本
号
も
多
彩
な
内
容
を
盛
っ
て
お
属

け
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
編
藩
に
と
っ
て
こ
の
上
も

な
い
喜
び
で
あ
る
。
い
よ
い
よ
四
月
に
は
、
昨
秋
箆

め
ら
れ
た
新
会
則
が
施
行
さ
れ
る
。
長
い
伝
統
に
輝

く
本
会
が
、
更
に
飛
躍
す
る
た
め
の
衣
更
え
で
あ
る
。

史
林
も
数
え
て
齢
○
巻
、
不
惑
の
域
に
達
し
た
と
で

も
警
口
う
べ
き
か
。
今
年
を
史
掌
研
究
会
発
展
の
軍
要

な
劃
期
と
す
る
た
め
に
、
会
貫
の
各
位
の
推
進
を
お

願
い
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
竺
沙
愚
輩
）

一
九
五
七
年
二
月
二
五
劉
印
刷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
価
　
薗
円

一
九
五
七
年
三
月
一
礒
発
行

　
史
　
　
林
（
第
四
〇
巻
第
二
号
）

　
　
　
・
京
都
市
左
蹴
賦
吉
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
家
学
部
内

発
行
所
　
　
史
　
　
学
　
　
研
　
　
究
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
漁
戸
五
｝
五
五
穫

　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
　
原
　
三
園

　
　
　
　
　
　
　
編
輯
主
任
　
赤
松
俊
秀

　
　
　
京
郷
市
下
京
区
七
条
卿
所
ノ
内
策
町
三
九

印
糊
所
　
中
村
印
捌
株
式
会
社
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